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1. はじめに 

本稿では，価値観に基づくユーザモデルの協調フィルタ

リングへの導入について検討する．ショッピングサイトな

どにおいて，ユーザが購入・閲覧したアイテムの情報から

ユーザに有用な情報を提示する情報推薦が広く研究されて

おり，代表的な手法として協調フィルタリングが挙げられ

る[1]．しかし，既存の推薦手法に共通する課題として，新

規ユーザや新規アイテムに対するシステム利用履歴の不足

から適切な推薦が行えないという，cold-start問題が指摘さ

れている[2]．一方，個人の嗜好や消費行動に影響を与える

要素として価値観が挙げられる．情報推薦において価値観

とはアイテムの属性に対するこだわりの強さとして表れる

と考えられ，こだわりを持つ属性ほど，より少ない情報で

モデリング可能であることが示されている[3]．類似した価

値観を持つユーザは，アイテムを選択する際に共通する視

点を持つことが期待される．そこで本稿では，価値観に基

づくユーザモデルを協調フィルタリングに適用することで，

少数の利用履歴しか持たない新規ユーザに対しても適切な

推薦を可能にする手法について提案する．予備実験結果と

して，ユーザ間類似度計算手法について検討した結果につ

いても示す． 

2. 関連研究 

情報推薦システムで用いられる主な手法として協調フィ

ルタリング[1]が挙げられる．協調フィルタリングは嗜好が

類似する他のユーザの嗜好情報を用いてユーザの嗜好を予

測する手法であり，利点としてユーザの嗜好情報のみで推

薦が行えることや処理が手軽なことが挙げられる．しかし，

協調フィルタリングには新規ユーザ，新規アイテムに対し

てシステムの利用履歴が少ないことから推薦の精度が低く

なってしまう cold-start問題が指摘されている[2]． 
協調フィルタリングはメモリベース法とモデルベース法

に分類することができる[4]．メモリベース法はユーザの評

価履歴をそのまま用いて推薦を行う．モデルベース法はユ

ーザの評価履歴から構築したモデルを用いて推薦を行う手

法であり，本稿でも採用する．この他，提案手法と関連の

強い研究として，アイテムが持つ属性に対する評価を利用

して商品の推薦を行なった伊藤らの研究が挙げられる[5]．
伊藤らの研究では主成分分析を用いて求めた評価傾向の類

似するユーザの情報を用いて推薦を行なっており，属性が

評価に与える影響を利用する提案手法とは目的が異なる．  

3. 価 値 観に基 づく ユー ザモデ ルを 用いた    

協調フィルタリング 

提案手法では価値観に基づくユーザモデルを用いてユー

ザ間の類似度を計算し，その結果から協調フィルタリング

によるアイテムの推薦を行う．これにより，システムの利

用履歴が少ないユーザに対するアイテムの推薦や精度向上

が期待できる． 
そこで，本節ではユーザの価値観，いわば「こだわり」

に着目したモデリング手法およびユーザモデルを利用した

協調フィルタリングについて述べる．  
3.1. 価値観に基づくユーザモデル  
  価値観の定義の一つとして，ユーザが抱く属性へのこだ

わりの強さが提唱されており，価値観に基づくユーザモデ

リング手法が提案されている[3]．  
価値観に基づくユーザモデルの作成には評価一致率と呼

ぶ指標を用いる．ユーザのアイテムに対する評価極性(好
評または不評)とアイテムの各属性に対する評価極性を用

いて，ユーザの属性ごとの評価一致率を計算しユーザモデ

ルを作成する．ユーザ�がアイテム�に対して行った評価

��� ∈ ��において，あるアイテム�の極性��	
���, ��と属性�
の極性��		���, �, ��が一致するかどうかを調べ，一致する回

数を���, ��，一致しない回数を Q��, ��とする．この時，ユ

ーザ u における属性�の評価一致率���, ��は式(1)で算出さ

れる．これにより，価値観に基づくユーザモデルは属性数

を m とした場合，m 次元のベクトルとして表される．評価

一致率が高い属性は評価への影響度が高い，すなわち推薦

時に重要な属性であると推論される． 
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3.2.類似度計算と評価値の予測 
価値観に基づくユーザモデルを利用した協調フィルタリ

ングは次の 3つの手順から構成される． 
1.  ユーザのアイテムへの評価値から全ユーザの価値観

に基づくユーザモデルを作成する． 
2.  作成したユーザモデルを用いてユーザ間の類似度を

計算する 
3.  計算した類似度を用いてユーザのアイテムへの予測

評価値を計算しアイテム推薦を行う  
手順 1 では，式(1)を用いて，全ユーザの価値観に基づく

ユーザモデルを作成する．手順 2 では，作成されたユーザ

モデルを用いてユーザ間の類似度を計算する．類似度計算

手法には様々なものが提案されているが，以下では

Pearson相関係数を利用した場合を示す．手順 3 では，手

順 2 で求めたユーザ間類似度を用いて予測評価値を計算し

てアイテム推薦を行う．推薦対象ユーザ a とユーザ k の

Pearson相関係数を������, ��とし，ユーザ u のアイテム i
への評価値を��	
���, ��とすると，ユーザ a のアイテム i へ
の予測評価値��	
����, ��は式(2)で表される[4]．ただし，��
はアイテム i を評価済みのユーザの集合，��	
��������������はユーザ
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a の平均評価値，��	
���, �������������!はユーザ a とユーザ k が共通に

評価しているアイテムの平均評価値とする．式(2)で計算さ

れた予測評価値を元にアイテムの推薦候補リストを作成し，

アイテムの推薦を行う． 

��	
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提案手法ではユーザ間の類似度計算に，価値観に基づく

ユーザモデルを用いる．価値観に基づくユーザモデルはユ

ーザがこだわりを持つ属性について，より少ない情報でモ

デリングすることが可能であることが示されており[3]，提

案手法ではこの特性を利用する事で，システムの利用履歴

が少ないユーザに対するアイテムの推薦や精度向上が期待

できる． 

4. ユーザ間類似度計算に関する予備実験 

4.1. 実験概要 

提案手法では価値観が類似するユーザを発見するために

価値観に基づくユーザモデル間の類似度を計算する．本節

では，予備実験として価格.com*のレビューから作成され

たユーザモデル[3]を用いて類似度を計算した結果について

示し，価値観に基づくユーザモデルに適した類似度計算方

法について検討する． 

4.2.ユーザモデルの類似度の計算結果 

価格.comのレビューから構築したデータセットを用いて

作成されたユーザモデルの例を表 1 に示す．ユーザ 2 はユ

ーザ 1 と類似する例，ユーザ 3 はユーザ 1 と類似しない例

である．価格.comのジャンル「デジタル一眼レフカメラ」

では表 1 に示す 8 属性が用意されており，表内の値は属性

ごとの評価一致率を示している．表 1 において，ユーザ 1
とユーザ 2 の評価一致率が最も高い属性はデザインとなっ

ている．また，ユーザ 1で 3, 5番目に高い属性であるバッ

テリー，携帯性は，ユーザ 2 では 4 番目に高い属性である

が，ユーザ 3 では最高値と最低値の属性である．よって，

ユーザ 1 とユーザ 2 は評価一致率の高い属性が共通してい

るため評価傾向が類似すると判断できるのに対し，ユーザ

1とユーザ 3は評価傾向が類似しないと判断できる．  

表 1. 作成されたユーザモデル 

属性 ユーザ 1 ユーザ 2 ユーザ 3 

デザイン 0.89 0.92 0.67 

画質 0.83 0.82 0.75 

操作性 0.17 0.69 0.75 

バッテリー 0.67 0.82 0.50 

携帯性 0.61 0.82 0.90 

機能性 0.39 0.85 0.83 

液晶 0.39 0.62 0.58 

ホールド感 0.67 0.90 0.67 

類似度の計算方法にはユーザモデルをベクトルとしてユ

ークリッド距離を用いる方法，また，協調フィルタリング

でよく用いられる Cosine類似度を用いる方法，Pearson相
関係数を用いる方法などが存在する[6]． 3つの方法それぞ

れの計算結果について比較・考察を行う．3 つの類似度計

算方法で表 1のユーザ 1とユーザ 2, 3の類似度を計算した

結果を表 2 に示す．なお，ユークリッド距離の計算では，

計算結果の距離に 1 を足して逆数を取ったものを類似度と

している． 
表 2に示した結果から，ユークリッド距離と Cosine類似

度では，ユーザ 2，ユーザ 3 のユーザ 1 に対する類似度に

大きな差はない．しかし，Pearson相関係数では類似度に

大きな差があり，表 1 に対する考察結果に沿った類似度が

得られている．よって，Pearson相関係数を用いれば，提

案手法の目的に合致したユーザ間類似度が計算できると考

えられる．  

表 2. ユーザ間の類似度の計算結果 

 

ユーザ 1との類似度 

類似度の計算方法 ユーザ 2 ユーザ 3 

ユークリッド距離 0.60 0.57 

Cosine 類似度 0.95 0.91 

Pearson 相関係数 0.71 -0.16 

5. おわりに 

本稿では，価値観に基づくユーザモデルを協調フィルタ

リングに導入し，類似する価値観を持つユーザの情報を用

いてアイテムを推薦する手法について提案した．また，価

値観に基づくユーザモデルを用いたユーザ間の類似度計算

結果から，提案手法に適した類似度計算方法について考察

した．今後は，提案手法による推薦アイテムの予測精度を

求め，従来手法との比較によりその特性および有用性につ

いて検証する． 
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